
保良泉ビーチ施設管理運営仕様書

Ⅰ．施設の名称、所在地及び施設等の概要

（１）名 称 保 良 泉 ビ ー チ

（２）所在地 宮古島市城辺字保良１１３９番地１

（３）施設概要 駐車場 ５９９．９４㎡

（４）建物概要 鉄筋コンクリート造り１階建て（トイレ・シャワー室 ）、
敷地面積 ３７３７７．０６㎡,
建築面積 ２１２．４２㎡

（５）休養施設 ・休憩所 ９．００㎡
・ 〃 ９．００㎡
・ 〃 １４３．４０㎡

（６）遊戯施設 ・湧水プール １０４．００㎡
・スタートプール ２４．００㎡

m・渓流下り ８０．００
・着水プール ３２．００㎡
・スイミングプール ４７７．００㎡
・ポンプ室 ２．８９㎡
・ 〃 １０．８８㎡
・ 〃 ３２．２５㎡

（７）便益施設 機械室 ５．００㎡
（ ）＋（ ） 全体面積 ３７９７７㎡3 4 ,

Ⅱ．管理体制と管理運営方針

１．管理体制
① 施設の管理については、業務主任及び安全管理に必要な適正な従業員を配置する
こと。

② 利用者には常にあいさつ運動を実施し、明るく楽しい環境作りを行い、より多く
の利用者に親しめられる施設運営に努力すること。

③ 従業員には、接遇や観光関係研修会に積極的に派遣し資質の向上に努めるものと
する。

④ 利用者の苦情等については、敏速に対応し早期の問題解決に努めるものとする。

２．管理運営方針

管理施設名 管 理 運 営 方 針

駐車場 ① 駐車場の管理については、業務主任者の指示に従い駐車
場への適切及び敏速な誘導を図り、利用者が安心で安全な

施設面積 利便施設として利用できる環境を常に保ち運営すること。
５９９．９４㎡

② 車輌の衝突事故等が起きないよう車輌誘導については最
善の努力を払い、安全性の確保を最優先に運営すること。

③ 車上の盗難事故が起こらないよう駐車場内は、常に巡回
警備し、事故の未然防止に努めること。

遊戯施設 ① 利用者が快適に利用できるよう常に清掃を行い、利用者が
休憩所 ３カ所 快適に利用できる施設の維持に努めるものとする。
プール ４カ所
渓流下り １カ所 ②渓流下りについては、当分の間利用禁止とする。



トイレ ① 利用者が快適に利用できるよう常に清掃を行い、利用
者が快適に利用できる施設の維持に努めるものとする。

男子トイレ １室
女子トイレ １室 ② トイレ用品については、常に補充し利便性の向上に努

めるものとする。

シャワー室 ① 利用者が快適に利用できるよう常に清掃を行い、利用
者が快適に利用できる施設の維持に努めるものとする。

男子シャワー室１室
女子シャワー室１室

Ⅲ．利用料金の設定
宮古島市保良泉ビーチ条例第 条のとおり。11

Ⅳ．自主事業の実施について
自主事業については、利便施設の公共性、公益性、利便性が図られ利用者の福

祉の向上に十分図られるよう事業実施に当たっては、市と常に協議し円滑な運営
を図るものとする。年度途中で新規に立ち上げる自主事業については、市に届け
出て確認を得てから事業は実施するものとする。

Ⅴ．緊急時の連絡体制

１．防犯、防炎の対応
①防犯、防炎については未然に防ぐよう努力する。
②現場にて対処できない事態が発生した場合は、関係機関に連絡し対処する。
③ 業務主任は、従業員には常に緊急時の対応についてミーティングし、緊急体制を
確立すること。

２．その他、緊急時の対応
緊急時の発生に備え、緊急連絡体制を構築すること。

Ⅵ．利用者等の要望の把握及び実現策
① 市と協議しながら利用者に観光アンケート調査等を行い、利用者の要望・意見等を
把握することに努めること。

② 要望・意見等については、市と協議しながら、組合員及び従業員とも相談の上実現
可能な件についてはできるだけ実現させるよう努力し、利用者の利便性を図ること。

Ⅶ．利用者のトラブルの未然防止策と対処方法
① 施設利用については、利用者がトラブルを起こさないよう十分に配慮すると共に、
健全な管理運営に努めること。

② 万一トラブルが発生した場合は、その原因について速やかに対処し、関係機関に報
告し、問題解決は敏速に行うこと。

③ 駐車場及びトイレ、シャワーの利用については、トラブルが起きないよう十分な説
明を行い、理解が得られるよう努力し施設の有効利用に努めること。

、 、④ 侵入道路での路上駐車については できる限り利用者の理解が得られるよう努力し
道路交通に支障がないように努める。

Ⅷ．その他（地域、他施設等との連携）
① 地域の要望については、できるだけ善処し対処する。
② 周辺の観光関連施設とも連携し、一体的な観光地の形成に努める。
③ 宮古島観光協会へも積極的に参加し、市の観光振興に資すると共に、宮古島の観光
地としてのイメージアップにも更に努め、不評のでないよう最善の努力を行う。


